川崎市総合福祉センター事業計画書　　　　　　　　　　（様式４）

応募団体名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


各事業についての運営方法及び考え方等を、具体的に記載してください。

仕様書の中の「３　指定管理者が行う業務及びサービスの水準」を参照してください。

記入欄が不足した場合、欄を拡大することは可とします。

１　地域福祉情報バンク事業について

（１）情報の収集及び提供事業の実施についての基本的な考え方及び方法について
（仕様書３-（１）-ア）

（２）福祉相談事業の実施についての基本的な考え方及び方法について
（仕様書３-（１）-イ）


２　社会福祉研修センター事業について（仕様書３-（２））

（１）社会福祉研修センター事業の実施についての基本的な考え方について


（２）社会福祉研修センター事業の各研修の計画を（様式４－１）に記載してください。
（３）社会福祉研修センター事業の各研修の実施について、①広報の方法、②受講申込者申込期間・受付方法、③受講者決定方法、④講師の確保策を記載してください。
３　施設及び設備の利用提供事業について（仕様書３-（３））

（１）利用料金額の設定　

　　　条例の金額を上限額とし、施設の利用料を提案してください。

	
	金　　　　　　額　　（円）

	
	午　　前
	午　　後
	夜　間
	全　日

	
	９時～１２時
	１時～５時
	６時～９時３０分
	９時～９時３０分

	
	条例
	提案金額
	条例
	提案金額
	条例
	提案金額
	条例
	提案金額

	ホール
	9,770
	
	13,400
	
	17,110
	
	40,320
	

	第１楽屋
	500
	
	810
	
	1,010
	
	2,320
	

	第２楽屋
	500
	
	810
	
	1,010
	
	2,320
	

	第３楽屋
	500
	
	810
	
	1,010
	
	2,320
	

	大会議室
	6,110
	
	7,120
	
	8,140
	
	21,370
	

	第１会議室
	500
	
	610
	
	810
	
	1,920
	

	第２会議室
	500
	
	610
	
	810
	
	1,920
	

	第３会議室
	2,540
	
	3,050
	
	3,560
	
	9,150
	

	和室
	1,010
	
	1,220
	
	1,420
	
	3,650
	


（２）ホール、楽屋、大会議室、和室の利用申請の受け付け方法


（３）抽選等（抽選の場合は抽選方法も記載すること。）利用者の決定方法及び通知方法


（４）利用料金の返還・利用回数の制限等、特に規定するものがあれば記載してください。


４　その他センターの設置目的を達成するために必要な事業

（１）施設等の維持管理に関する基本的な考え方及び方法について
（仕様書３-（４）-ア）

（２）施設及び事業の広報に関する基本的な考え方及び方法について

（仕様書３-（４）・エ）　
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